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１．はじめに  

 近年，我が国では，経済活動の停滞が長期化する中，公共事業

のコスト縮減が強く求められている．高速道路の建設に対しても

同様であり，コスト縮減を目指して官民学一体となって様々な試

みがなされている．こうした背景の中，構造的合理性はもちろん

のこと，経済的合理性を追求した構造や新しい橋梁形式の提案が

盛んに行われている．本研究では，合理化少数主桁橋の適用支間

長に比較して，より長支間に適用可能なトラス橋に注目している．

ここでは，その合理化トラス橋の一提案として，図-1に示すよう

な引張接合を用い，ガセットプレートをなくしたトラス橋の格点

部を新たに提案し，提案した格点部構造に対して静的載荷実験お

よび FEM解析を行い，FEM解析の妥当性を検証した上で，その

基本的な力学特性を FEM 解析によって再現することを目的とし

ている． 

  

２．静的載荷実験および FEM 解析による検討  

 静的載荷実験の実験供試体および実験概要を図-2 および図-3

に示す．図-2に示すように，格点部と斜材とは溶接接合されてお

り，弦材と格点部とをボルトにより長締め引張接合している．図

-3に示すように，載荷は鉛直方向 2機（Actuator2,3）のアクチュ

エータによって鉛直下向きに荷重を載荷することで，格点部に曲

げモーメント 50kN・m およびせん断力 100kN

を作用させた．その後，水平方向 1 機のアクチ

ュエータ（Actuator1）によって水平方向に引っ

張ることで，弦材，格点部および斜材に軸方向

力を，また引張接合面には，せん断力を作用さ

せた．なお，ボルトには初期ボルト軸力を導入

後，載荷している．初期ボルト軸力は，文献 1)

を参考に 43.1kNを目標とし，ひずみの値を管理

しながらトルクレンチにより導入した．なお，

静的載荷実験の詳細な結果は文献2)に示してい

る． 

  FEM解析は，汎用解析コードABAQUS3)を用

い，面と面との接触部分には，境界非線形性を考慮した接触条件を定義した．解析モデルの概要を図-4に示す．図
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図-1 提案した格点部構造の概要 

図-2 実験供試体 
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図-3 実験の概要 
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-4 に示すように，実験と同様に，鉛直方向に荷重制御で

荷重を載荷した後，水平方向に変位制御で強制変位を載

荷した． 

 実験結果および解析結果の代表例として，水平荷重-水

平変位関係および水平荷重-接合面での相対垂直変位関係

を図-5および図-6にそれぞれ示す．図-5より，実験結果

と解析結果との軸方向剛性に差異が見られる．これは，

実験で測定した水平変位量が供試体だけでなく治具を含

めた変位も測定しているため，それにより誤差が生じた

と考えられる．実験と解析での軸方向剛性が変化する荷

重はほぼ同じ 200kN となっており，ここで引張接合面に

ずれが生じたことを確認している．ししたがって，すべ

りが発生する荷重は，FEM 解析によって実験をほぼ再現

できていると考えられる．図-6 では，実験結果と解析結

果とはほぼ一致している．そして，ある荷重レベルで垂

直変位が増加している．これは，接合面ですべりが発生

しためであり，この荷重レベルにおいて，図-5 に示すよ

うに，剛性が低下していることがわかる．このことから，

引張接合部のすべり現象は， FEM解析で精度良く再現で

きていると言える． 

 

３．結論および今後の課題 

本研究で得られた結論および今後の課題を以下に示す． 

1) 静的載荷実験結果と FEM 解析結果との比較より，

水平荷重-水平変位関係はあまり一致しない結果と

なった．これは実験時の計測治具等の影響であり，

供試体自体の変位すなわち垂直変位量は，両者がよ

く一致した結果となった．また，すべり発生荷重も

再現できている．したがって，本研究で用いた FEM

解析モデルにより，接合面でのすべり現象等の実現

象の再現が可能である． 

2) 今後は，実際のトラス橋断面でのすべりが発生する

荷重レベル，すなわち，格点部の限界強度を明確に

するため，格点部の試設計およびその試設計した断

面での FEM 解析を行う予定である．また，部材の

作用断面力を考慮した FEM 解析を行い，その挙動

を確認する必要がある． 
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図-5 水平荷重
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図-6 水平荷重-
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